
狭くて息苦しい。
食べることぐらい
しか、他に楽しみ
は無い。いったい
何のために生き
ているのか…。

人間様の為じゃ
ないですか？

単純に思われる卵白も、3層構造になっており、内側
から順に、内水様卵白、濃厚卵白、外水様卵白

卵白は、水以外の成分では、タンパク
質が桁違いに多い（10.6％）。

近頃の鶏はどこまで献身的なのだ ・何かと問題になることの多いの　
　が〝オボムコイド〟である。

・オボムコイド（ovomucoid）は、
　卵白中のタンパク質としては3
　番目に多く、具体的には〝糖タ
　ンパク質〟である。

・オボムコイドは、タンパク質分
　解酵素の一つであるトリプシン
　の働きを阻害するが、少なくと
　もヒトのトリプシンは阻害しな
　い（誤情報が氾濫している）。

・最も大きな問題だと言えるのは
　〝卵アレルギー〟の最大原因で
　あること。

・オボムコイドは、熱に対しても、
　消化酵素に対しても耐性を持っ
　ており、加熱調理した卵でもア
　レルゲンになる。

・そのため、オボムコイドを産生
　しない鶏が、ゲノム編集によっ
　て作成されている。

そもそも、オボムコイドは、卵内に雑
菌が入ったとき、雑菌から放出される
プロテアーゼ（トリプシン様の分解酵
素）を阻害するためのものである。

人間様がアレルギーにならないように、
オボムコイドさえも奪われてしまった鶏。

（原図の出典：広島大学、
キューピー(株)、共同）
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